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1.は じめに

21世 紀 に入 り,教育 パ ラ ダイムは20世 紀の 「教 え中心」か ら「学 び中心」へ とシフ トー 「学

び中心型 」 の授 業 の重要性 が 認識 され,学 生 ・教 師 と もに意識 の改 革が必 要 な時期 となっ

た(小 嶋,2006年9月)。

この新 しい教 育パ ラダ イムにお いて,学 習者 オー トノ ミー(自 律性)を 促進 す る学 習環

境づ くりに関す る様 々な試 み がな されて い る。 近畿 大学語 学教 育部 が新 カ リキュ ラム検討

委 員会 の中 で議論 した 「近 大Can-Do枠 組 み」 も,自 律 した学 習者 の育 成 を 目標 の一 つ と

して検討 され た。2008年 度FD研 究 会で は,そ の 「学 習者 オー トノ ミー」 とそれ を促 進す

る鍵 となる 「協 力的学 習」 をキー ワー ドに,発 表者 の授業 活動 を報告 した。 こ こで は,そ

の概 要 と具体 例 を報告す る。

2.学 習者オ ー トノミー と協力 的学習

第二 言語 教 育 ・学 習 にお け る学 習 者 オ ー トノ ミー に関 す る文 献 で は,学 習者 オー トノ

ミー を示 す具 体 的 な 能力 と して 次の よ うな点 が 挙 げ られ る(例 二Holec,1981;Wenden,

1991):① 目標 を設定 す る能力,② 学 習計 画 を立 て る能力,③ 学 習材 料 を選 択 す る能 力,

④ 学習 過程 を振 り返 る能 力,⑤ 学 習 の進展振 りを評 価す る能 力。

「オ ー トノ ミー(白 律)」 とい う言 葉 は,と もす れ ば 「一 人 で す る」 つ ま り 「独 立

(independence)」 と混 同 され かね ないが,こ れ らは一致 す る概 念 では ない。Little(2004)は,

自律 とは 自分 の行 為 を 自分 で管理 す る とい うこ とで あるが,人 間は社 会の 中で行動 す る も

ので あ り,自 分 の行動 に責任 を持 つ能力 は一 人で伸 ば して い くもので は な く,人 との 関わ

り,交 流 の 中で培 ってい くもの であ る,と 述べ て いる。 まさに,「オー トノ ミー」 は 「協力 」

とい う概 念 と強いつ なが りがあ る とい え る。

「協力 」とい う概念 に関 して,そ の必要性 を否 定す る教育 者 は皆 無 とい って もよいだ ろ う。

図1は 語 学教 育 にお ける協力 的活動 の意 義 を示 した もので あるが,協 力 的活動 の ある教室
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コ ミュニ テ ィでは,学 習者 が互 い にア ウ トプ ッ トす る機 会が あ り,そ こ に意 味交渉 のあ る

イ ンタラ クシ ョンが起 こ り,互 い にイ ンプ ッ トも与 え合 う とい う環境 が生 まれ る。学習 者

は人 と話 を して情報 を交換 しあ うこ とで コ ミュニケ ー シ ョンの楽 しさ を感 じる。協 力 的な

雰 囲気 に よってそ の コ ミュニ テ ィは さらに積極 的 な相 互交 流の場 とな り,学 習者 は 同 じよ

うな背景 を持つ 学習者 同十 の中 に,"NearPeerRoleModels"(e.g.,Dornyei&Murphey,

2003),つ ま り 「身近 なお手本 」 を見つ け るこ とが で きる。「身近 なお手本 」 は,目 標言 語

の母語話 者 の よ うに 「夢 」の ような 目標 で はな く,達 成 で きそ うな具体 的 目標 を学習 者 に

提 供 して くれる。

図1.語 学教育における協力的学習の意義

そ れで は,ど の よ うな活動 が協 力 的活動 とい える のだ ろ うか。 グル ー プ(ペ ァ を含 む)

活 動で あれ ば,全 て の活動が協 力 的活動 に なるか とい うと,そ うでは ない。今井 ・野 島(2003)

で も指摘 され てい る よ うに ① 共通 の 目標が 欠 けて い る,② 「手抜 き効 果 」が 見 られ る,

③ 同種 の 人だけ の コラボ レー シ ョンとな ってい る場 合 な どは,グ ルー プ活動が 効果 的 に作

用 しない ため,全 ての グルー プメ ンバ ーが活動 に貢 献す る協 力的活 動 とな らない。協 力 的

活動 にお いて は,例 えば 「司会者 」,「時間係 」,「報 告係 」,「記 録係 」,時 と して 「褒 め係 」

や 「悪 者係 」 な どの役 割 を与 えるな どの工夫 に よって,グ ルー プ メンバ ーの それ ぞれの役

割 を明確 化す る必 要が あ る。 あ るい は,役 割 を与 えな くとも,4人 グルー プであ れば1～

4番 の番号 をそ れぞ れの メ ンバ ー に与 え,活 動終 了後 にX番 の学 生が活 動 内容 を報 告す る

といっ た形 を とっ て も効果 的 だ。活動 が終 わ った時点 で何番 の学 生が報 告す るの か を決 め

る と,メ ンバ ー全員 が報告 係 にな る可 能性 があ る とい うこ とで,全 員 が活動 に熱心 に取 り

組 む傾 向が見 られ る。 よ り具体 的 な協 力 的学 習 の原理 や教授 テ クニ ック ・活 動方 法 につ い

て は,Johnson&Johnson(1999)やJacobs,Power,&Loh(2002)な どを参照 され たい。
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また,協 力 的活 動 と自律 的 学習 を結 ぶ活 動 と して,「 評価 」,「内 省」,「選択 」 を含 む活

動 の重 要性 が指摘 され よう。 この3点 は,学 習者 オー トノ ミーの構 成 要素 と して も重 要 な

行為 であ るが,自 己評価 や クラス メー ト評価,自 分 の学習 を振 り返 る活動 は,協 力的 活動

を通 して クラ スメー トと交流 す る中 で多角 的 な視 点が提 供 され る こ とに よ り,よ り活性 化

され る と考 え られる。 そ して,選 択理論 心理 学(自 分 自身 で選ぶ こ とに よ り,自 分の行 動

に責任 を持つ ようにな る とい う考 え)の 視点 か ら考 え て も,個 人の レベ ルであ って もグルー

プの レベル であ って も,活 動 に選択 の幅 を持 たせ,グ ルー プ にある程 度の決 定権 を与 える

こ とで,学 習 者 オー トノ ミーが促進 される とい え よう。 協力 しなが ら選択す る こ とで,話

し合い の進 め方や適 切 な妥協 点の 見出 し方 な どの 「協力 的 スキ ル」 を習 得す る こ ともで き

る。
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3.教 室活動 例

上 で述べ た よ うな,学 習 者 オー トノ ミーの重 要要 素 と協 力 的活動 の原理 を考 慮 しなが ら

計画 した授業 活動 の例 を紹介 す る。

① ニュー ス レターの制作(2008年 度 経営 学部 「ライテ ィングB」)

② リスニ ング ・ジ ャー ナル及 び学習記 録 シー トの活用(2009年 度 農学部 「TOEIC2/

IB」

③ グルー プ発表(2009年 度文芸 学部 「英語 演習4」)

④ リーデ ィ ング ・ジ ャーナ ル(2008年 度理 工学 部 「英 語演 習1・2」 文 芸学部 「英

語演 習2」)

⑦ につ いて は,大 学生 活 につい ての ニ ュー ス レター を作 る こと を課 題 と した。2人 組 み

で行 う活動 で,少 な くと も3人 に イ ンタビュー した内容 をも とに作 成す る こと と した。「大

学 生1刮 とい う大 きな トピ ックは教科書 で扱 った章 に関連 す る もの だが,具 体 的な内容 に

つい て(例 えば,「 大学 食堂 につ いて」 「ゼ ミにつ いて 」 な ど)は,学 生が選 択 ・決定す る

こ とが で きた。

② について は,学 生 は,課 題 と して 自分で選 ん だ教 材 を利川 した リスニ ングを行 い,「 リ

スニ ング ・ジ ャーナ ル」 と して行 った 内容 を記録 した。最 低 限の課 題へ の取 り組 み(週1

回15分 程度)で10点 満 点 中6点,そ れ 以上 は回数 ・時 間 に応 じて点 数 を与 え る とい う仕

組 み を と り,授 業 に は 「リスニ ン グ ・ジ ャーナ ル」 を毎 回持 参 し,ク ラ スメー トと交換 し

コ メ ン トを書 きあ う とい う作 業 を した。活 動 の点 数 は,学 生 本 人が 「LearningRecords」

の用 紙(付 録1)に 記録 した 、,この 用紙 は クラスに よって黄 または緑 の川紙 で用意 してお り,
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毎 回の授業 で配 布 ・回収 しやす い もの と した。 また,毎 回 の授業 の最初 に小 テ ス トを行 っ

て いたが,そ ち らも 自分 の学習状 況 を 自分 でモ ニ ターす るため に,学 生本 人が 同 じ記録 用

紙 に点数 を記入 しグ ラフを作成 した。学習 管理 能力 を伸 ば し,目 標設 定 ・学 習計 画 に役 立

て てほ しい,ま た,ジ ャー ナル を交換 して コメ ン トを もらう ことで,互 いに刺激 を与 えあ っ

てほ しい とい うね らいがあ った。

③ につい ては,「 発表 の ガイ ドラ イン」(付 録2)を 授業 内 に配布 し,活 動 の 目的(こ れ

まで に学 ん だこ とを他 の学生 に伝 え る ・授 業 で学 んだ こ とと関連 す る情 報 を調 べ て まとめ,

他 の学 生 に伝 える)を 学 生 に説明 した。 学生 は発表 の ス タイル につい て選択 す るこ とが で

き(ニ ュー ス レター を利 用 した発表 またはパ ワーポ イ ン トを利川 した発表),発 表 で扱 う

章 を教科 書 か ら白由に選択 す る こと とした。

④ につ い て は,理 工 学 部 の ク ラス で は,学 生 は授 業 外 活 動 と して 図書 館 等 の 多 読 本

(GradedReaders)を 読 み,要 約 と感想 を書 い て授 業 に持 参 した。授 業 内で は各班 で活 動

の報告 を しあい,そ の後,TravellingHeads(図2)を 利用 して,班 の 中で一番 印象 に残 っ

た 本 につい て レポ ー トす るな ど した。文 芸学 部 の クラ スで は週 に1回,授 業 内 に15分 程

多読 活動 を行 ったが,「記 録用 紙」を用意 して,学 生が毎 回 同 じ用紙 に記録 して い く形 を とっ

た。② と同様 に,自 分 で責任 を持 って学習 を進 め る姿 勢 を養 い たい とい うね らいが あった。

その ほかに も,ペ アで 会話 をつ くり,ロ ー ル ・プ レイす る な どの活 動 も取 り入 れ たが,緊

張 感の レベ ルが低 い 小 さい グル ープで何 度 も練 習で きるメ リッ トを生 か して,Carousal(図

3)を 利用 す るな ど した。(こ れ らのテ クニ ック につ いて はJacobs,eta1.(2002)を 参照。)

墨 一 塵1
1T,av・UngUeadsCa・ ・use1

圏 圏 鍵
図2.TravellingHeads 図3.Carousel

なお,こ れ らの発 表の 際 には,活 動 に合 わせ た 「自己評価 ・ク ラス メー ト評 価 シー ト」

を用 意 し,学 生 は互い に評価 しあ った。 よ り集 中 して活 動 を観 察す る と ともに,ク ラス メー

トか ら学 ぶ機 会 を最 大限 に活用 してほ しい ところ だ。評価 の観 点 を前 もって学生 に伝 え る

こ とで,活 動 の 目的達成 度 も上 が る と考 え られ,ま た,そ の観 点 を もとに互い に評価 しあ

うこ とで,自 分 の活 動 を振 り返 る際 に も よ り客 観的 に評価 す る ことがで きるだろ う と期待
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4.課 題 ・問題 点

授業 活動 に関す る ア ンケー ト等 を とってみ る と,協 力的学 習 に関す る学生 の反応 は比較

的肯定 的で ある。一 方で,い くつかの 問題点 も指摘 され よう。

まず,グ ルー プメ ンバー一一人 ひ と りの責任 を明確 化 させ よ うと工 夫 して も,そ れが う ま

く作 用 しない こ と もあ る。発表 当 日にメ ンバ ーが休 んで しまう とい う こと もあ った。グルー

プ メンバー 問の取 り組 みの差 をい か に埋 め るか は さらに検討 してい きたい問題 で あ る。 次

に,言 語 スキル,協 力 的ス キル,そ してパ ワーポ イン トな どの ツール運 用 スキル の授 業 で

扱 うべ きバ ラ ンス も配慮 すべ き点 だ。 これ までの学 生 の発表 に際 して,特 に使 用言 語 につ

いて十分 なフ ィー ドバ ックが 与 え られ た とはい えない。 限 られた授 業時 間 を有効 に使 う工

夫 が必要 だ。

また,ど う して もペ アや グ ル ー プで 活 動 す る こ と に抵 抗 を示 す 学 生 もい る。 あ る

TOEICの 授業 にお いて は,TOEICの 問題 を解 く作 業 を個別 に したい とい う希 望が 学生 間

に強 く,教 師が期待 す るほ どに協 力的活 動が うま く作用 しなか った。学 生 と教 師 の信頼 関

係 を築 くこ とは授業 を進 め る上で基 本 とな るので,学 生 の要 望 を考慮 しつつ協 力 的活動 の

量 を減 らした経緯 もあ った。段 階 的 なア プローチが 有効 な場面 も多 いだ ろ う。授業 の性 質 ・

目的 と活 動内容 の整 合性 を今一度確 認す る必 要 もあろ う,,

最 後 に,ペ アや グル ー プで 行 った活動 の評 価 につい て も課 題が残 る。 これ まで の活動 で

は学生 自身 の 自己評 価 は学習者 オー トノ ミーの促 進 を主 な 目的 と して きた ため,授 業の評

価 点 に考 慮 してい ない。 教員 の評価 点 と学生 自身の 自己 ・ク ラス メー ト評価 の点 数 には同

様 の傾 向が 見 られ る印 象で はあ るが,こ れ まで相 関等 の統計 処理 を行 って はい ない。相 関

性 を調べ てみ る と,評 価方 法 につ いて 得 られる示唆 もあろ う。

これ らの課題 を検討 しなが ら,今 後 も授業 活動 の改善 に努 めたい。
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付録2「 英 語演 習4」 用 プ リン ト グルー プ発 表 につ いて のガ イ ドライ ン

EngUshSeminar4:EtsukoShlmo GroupPresentationGuidelines

●ChooseeitherTaskAorTねskB.Youaretomakepresentationstwicethlssemester.

●It'sOKtochoosethesametypeofTaskonbothpresentationdays.

●PresentationDay-Week7:November17

-Week12:December24

●Grade-EachpresentatlonwiUbeconslderedas10%ofthecoursegrade:20%ofthegrade

wiUbegivenbasedonthetwopresentatlons.

●Objectives

奇Tbshareandrecydewhatyouhavelearnedthroughthiscoursewithyourclassmates.

奇Tbsearch,coUect,andshareinformationrelatedtowhatyouhavelearnedlnclass(by

makinguseofthelnternetorbooks,etc.)wlthyourclassmates.

これま で扱 ったChapterか ら1つ 選 び ます。 や る内容 は2つ 。

①Chapterの 内容 を簡単 に まとめ て報告 します。

② さらに(こ こが重要!!!)、 関 連す る情報 を調 べて 、そ の内容 を発 表 します!

☆ ☆2～4人 の グルー プ で作成 しま す ☆☆

。轟 ・

TaskA:PowerPointPresentation

〃1η1mumrθqulremθ η亡5

●
1

2.

3

爆
It'sanEngllshpresentatlon!YoucanuseafewJapanesewordshereandtherelfyouthlnkthey

help,butmakesureyoumakeanEngUshpresentation!

EachmemberhastomakeatleastfoursUdesandspeakaUeasttwominutes.lfthereare

twopeopleinyourgroup,thepresentationshouldconslstofatleasteightsUdesandshouldbe

atleastfourmlnuteslong.誰 が ど こ を 担 当 した か が 分 か る よ う に 、ス ラ イ ド担 当 者 の 名 前 を 明

記 し た ス ラ イ ドも 一 つ 用 意 しま す 。 た だ し、 これ は 発 表 ス ラ イ ドの 数 に 数 え ま せ ん 。

実 際 の 発 表 は パ ソ コ ン を 使 っ て しま す1必 ず メ ン バ ー 全 員 が 話 し ます ◎

TaskB:GroupNewsletterCreation

〃1η'mumrequlremeη 亡5

●
1

2.

3

lt'sanEngUshnewsletter!YoucanuseafewJapanesewordshereandthereifyouthlnkthey

help,butmakesureyoumakeanEngllshnewsletter!

ThenewsletterhastobeatleastA4perperson.Iftherearetwopeoplelnyourgroup,1thas

tobeatleastA30nepage.EachmemberhastocontrlbuteatleastonearticLelnthe

newsletterAlso,inthepresentatlon,eachmembershouldspeakatleasttwominutes(cf.

TaskA).誰 が ど こ を担 当 した か が 分 か る よ う に 、 記 事 の 後 に 名 前 を 入 れ る な ど 工 夫 を し ま し ょ

う 。

実 際 の 発 表 はOHCを 利 用 して 行 い ま す 。 た だ し、 全 員(19名 分)の コ ピー を 用 意 して お く こ

と 。 必 ず 全 員 が 話 しま す ◎ →1回 目 は11月12日(水)、2回 目 は12月17日(水)ま で に11

号 館 の308研 究 室 ま で 提 出 した 場 合 に は 、 し も が 印 刷 し ま す 。

Chapter タスクの種類 あなたの分担内容

1回 目

11/17

2回 目

12/24
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